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１．海洋観光の意義と施策体系について

【施策体系検討の考え方】

• 現状の海洋観光に関する様々な取組みや事例は、今後取り組むべき事項を考慮すると、対応する複数の
施策分野にまたがっていることがわかる。

• 施策分野横断的な取組を最大限発揮できるように、施策の意義を体系的に整理する必要があると思料。

活動空間 主な活動・取組み事例 等 対応する施策分野

海運の振興○クルーズ客目線に立った観光マップの作成

陸 上
内 陸

海運の振興
○外国人観光客に対応した取組

○水産物のブランド化

○沿岸における景観整備（東京港等）

○クル ズ客目線に立った観光マップの作成

マリンレジャー
の振興

港湾の整備○各地域における協議会の立ち上げ

沿 岸 離島振興
沿岸域の振興

○海岸愛護月間における各種取組

○ブル ツ リズム

○沿岸における景観整備（東京港等）

○国内の遊覧船等

バ

の振興

洋 上
魅力ある観光
地域づくり

○ブルーツーリズム

○教育の場としての活用
○多様化するクルーズツアー

インバウンド促進

離 島
国境離島の管理

○国境離島への観光見学ツアー

○離島を活用したイベント等 海岸整備
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海 外
その他（教育、研修、

文化財、観光 等）
○ターミナル整備・クルーズ振興
（日本市場への期待）



１．海洋観光の意義と施策体系について

【海洋観光の施策体系（案）】

• 海洋観光を、 『海洋に関わる観光資源及び自然状況並びに海上交通を利用、活用する観光』と

捉える。

• 海洋観光振興の意義は 大きく「経済の活性化」と「海洋の管理」として整理できるのではないか？海洋観光振興の意義は、大きく「経済の活性化」と「海洋の管理」として整理できるのではないか？

• 関連する施策は、離島の振興、海運・港湾振興、インバウンド促進、魅力ある観光地域づくり、

わが国海洋の適切な管理等、多様な分野に関わるため、総合的に取り組む必要がある。

【 海 洋 観 光 の 意 義 】

地域振興

【海 洋 観 光 の 施 策 分 野】

・離島振興、沿岸域の振興
・海運振興（内航）、港湾振興

国・地域のブランド強化
経済の活性化

・観光入込客増加、交流人口増大、雇用の創出 ・マリンレジャーの振興 等

・海運振興（外航）
・インバウンド促進
魅力ある観光地域づくり 等・外航クルーズ船寄港による地域の魅力発信

・ブランド強化

・魅力ある観光地域づくり 等

海岸整備 沿岸整備わが国海洋の適切な管理

わが国海洋の周知 啓発

海洋の管理
・観光を通じたわが国海洋の適切な管理

・海岸整備、沿岸整備
・国境離島の管理 等

・体験型観光の振興
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わが国海洋の周知・啓発

・海洋観光の体験を通じた海洋管理の必要性認知
・関係者の連携促進、機運の醸成

体験型観光の振興
・沿岸域への教育旅行の促進
・文化・歴史的知見の普及（博物館）

等



２．海洋観光と海洋管理の関係について

• 地域における海洋観光を促進し より多くの人に海洋資源に触れてもらうことが 地域振興に• 地域における海洋観光を促進し、より多くの人に海洋資源に触れてもらうことが、地域振興に

資すると同時に、適切な海洋管理・利活用の必要性の認知や、関係者の連携体制の構築、

連携機運の醸成につながる。

方で 海洋資源の魅力の維持 向上のためには 海岸保全 景観 環境の保全 安全の確保• 一方で、海洋資源の魅力の維持・向上のためには、海岸保全、景観・環境の保全、安全の確保

など、適正な海洋管理が行われていることが重要である。

【海洋観光への取組みと海洋管理への取組みの関係】【海洋観光への取組みと海洋管理への取組みの関係】

海洋観光 海洋管理

海洋観光の
振興（入込、
消費の拡大）

海洋の管理
の取組み
への認識の

○海洋環境の保全、海洋の安全確保等の必要性
への認識。

○海洋観光への取組みが権益保全そのものに
なるという側面消費の拡大） への認識の

高まり

なるという側面。
⇒海洋管理の取組みへの認識の高まりが

期待できる。

海洋観光
への取組み

適切な海洋
の管理・

○適正な海洋の管理・利活用により海洋資源の
魅力が維持、向上されることが海洋観光振興の
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への取組み
の活発化

の管理
利活用の
取組み

維 振
基礎的条件となる。



３．海外における海洋観光振興の位置づけ

• 諸外国においても、「経済の活性化」及び「海洋管理」双方の観点から、「海洋観光」を推

進しているところ。

国名 基本計画等 経済活性化の取組 海洋管理の取組

Ｅ Ｕ
○統合的海洋政策（2007）

○海洋・湾岸観光を推進
○インフラ整備投資への戦略的

○沿岸域・海洋の保全Ｅ Ｕ ○Ｂｌｕｅ Ｇｒｏｗｔｈ（2012） アプローチ
○特別なスキルを持つ人材の育成

○沿岸域・海洋の保全

イギリス ○海洋政策声明（2011） ○海洋観光産業の競争力強化
○海洋観光振興のための健全な
海洋環境 管理イギリス ○海洋政策声明（2011） ○海洋観光産業の競争力強化
海洋環境の管理

中 国
○全国海洋経済発展
第12次5カ年計画（2013）

○観光資源の計画的開発
○観光漁業の発展 ○無人島保護開発への投資促進中 国 第12次5カ年計画（2013） ○観光漁業の発展
○クルーズの振興

○無人島保護開発 の投資促進

韓 国
○第二次海洋水産発展
基本計画（2011）

○海洋レジャー活動の発掘・育成
○海洋観光空間の造成・整備 ○海洋観光資源の保全・利用韓 国 基本計画（2011） ○海洋文化コンテンツの多様化

【参考】

日 本 ○海洋基本計画（2013）
○海洋産業の振興及び国際競争力

の強化
○海洋環境の保全等
○EEZ等の保全・利用・開発等

○離島の振興 ○沿岸域の総合的管理
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